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十
月
一
日
は
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、
大

勢
の
街
頭
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、共
同
募

金
運
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
、
五
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
共
同
募

金
の
始
ま
っ
た
昭
和
二
十
二
年
に
街
頭
募
金
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
た
女
子
高
生
は
、
当
時
の
神
奈
川
新
聞

に
、「
朝
、
一
番
初
め
に
箱
の
中
に
入
れ
て
く
れ
た
人

の
姿
、
顔
が
頭
に
残
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。
最
近
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
、
学
生

の
参
加
が
少
な
く
な
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん

や
福
祉
施
設
・
団
体
の
方
々
が
活
動
の
中
心
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

誰
も
、
初
め
て
街
頭
募
金
に
立
つ
時
は
ド
キ
ド
キ

し
て
、
呼
び
か
け
る
声
も
小
さ
い
の
で
す
が
、
一
度

募
金
箱
に
募
金
し
て
い
た
だ
き
、
胸
に
赤
い
羽
根
を

付
け
て
あ
げ
る
と
、
徐
々
に
声
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
二
時
間
も
経
過
す
る
と
声
も
擦
れ
、

足
は
棒
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
の
呼
び
か
け
に
、
道

行
く
人
が
応
え
て
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
募
金
し
て
も

ら
え
る
時
、
疲
れ
を
忘
れ
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
は
言
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
街
頭
活
動
が
終
わ
り
、
ホ
ッ
と
一
息
入
れ

る
時
飲
む
一
杯
の
甘
い
紅
茶
が
、
と
て
も
美
味
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
と
。

県
共
同
募
金
会
事
務
局
長　

岡
村
良
子
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本
県
に
お
け
る
評
価
の
意
味
付
け

　

委
員
会
で
は
、
第
三
者
評
価
の
意
味

付
け
に
つ
い
て
、
す
で
に
国
等
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
①
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
改

善
に
役
立
て
る
こ
と
、
②
利
用
者
の
サ

ー
ビ
ス
選
択
に
資
す
る
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
、
の
二
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ

れ
に
加
え
て
、
本
県
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
評
価
の
意
味
を
、
次
の
三
点
に
強
く

見
出
し
ま
し
た
。

盧
「
利
用
者
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
」
に
対

す
る
評
価

　

評
価
を
行
う
ね
ら
い
は
、
事
業
者
の

サ
ー
ビ
ス
改
善
へ
の
努
力
が
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
根
ざ
し
た
サ
ー
ビ
ス
実
施

へ
と
つ
な
が
る
よ
う
に
促
す
こ
と
に
あ

る
。
さ
ら
に
、
評
価
結
果
情
報
の
公
表

に
よ
っ
て
、
県
民
や
利
用
者
が
、
事
業

者
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

「
何
に
満
足
で
き
る
か
」
と
い
う
視
点

で
も
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
サ
ー
ビ
ス
選
択
に
際
し
て
の
新

た
な
選
択
肢
が
提
供
で
き
る
。

盪
「
事
業
者
の
取
り
組
み
へ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
」
と
し
て
の
評
価

　

今
日
の
�
対
等
な
立
場
で
の
契
約
に

よ
る
利
用
�
に
は
、「
県
民
や
利
用
者

（
選
択
す
る
側
）」
は
、
事
業
者
の
特
性

を
充
分
に
知
り
得
る
状
況
が
必
要
で
あ

り
、「
事
業
者
（
選
択
さ
れ
る
側
）」
は
、

自
ら
の
特
徴
等
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。「
評
価
情

報
」
の
公
表
は
、
事
業
者
に
と
っ
て
は

社
会
的
に
「
説
明
」
を
果
た
す
こ
と
に

も
つ
な
が
る
な
ど
、
第
三
者
に
よ
る
評

価
は
、
事
業
者
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

に
、
よ
り
社
会
性
を
加
え
る
こ
と
に
な

る
。

蘯
福
祉
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
引
き
上
げ
る

「
牽
引
力
」
と
し
て
の
評
価

　

評
価
を
通
し
て
、
事
業
者
と
利
用

者
、
評
価
機
関
（
評
価
調
査
者
）
の
三

者
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
り
、

利
用
者
に
と
っ
て
「
望
ま
し
い
こ
と
、

望
ま
し
く
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
の
確

認
と
共
通
理
解
を
育
む
こ
と
が
で
き
、

よ
り
望
ま
し
い
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
創
っ

て
い
く
契
機
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

三
者
の
協
働
作
業
に
よ
る
評
価
の
積
み

重
ね
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
、
全
体

的
に
引
き
上
げ
る
牽
引
力
と
し
て
の
働

き
こ
そ
が
、
第
三
者
評
価
の
役
割
で
あ

り
社
会
的
使
命
で
あ
る
。

自
己
点
検
・
自
己
評
価
と
第
三
者
評
価

　

事
業
者
自
身
に
よ
る
自
己
点
検
・
自

己
評
価
と
第
三
者
評
価
は
、
一
体
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
己
点
検
・
自
己
評
価
は
、
事
業
者
が

全
職
員
で
自
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
振
り
返

り
、
そ
の
良
し
悪
し
に
自
ら
気
づ
い
て

い
く
と
い
う
点
に
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
第
三
者
評
価
は
、
事
業

者
が
自
己
評
価
を
通
し
て
見
出
し
た

「
気
づ
き
」
を
、
第
三
者
が
確
認
す
る

こ
と
や
部
外
者
の
目
線
で
、
事
業
者
の

気
づ
き
を
促
し
た
り
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
り
ま
す
。
自
己
評
価
な
し
で
の
第

三
者
評
価
の
実
施
は
あ
り
え
ま
せ
ん

し
、
第
三
者
評
価
は
、
単
に
事
業
者
の

自
己
評
価
を
な
ぞ
る
の
で
は
な
く
、
第

三
者
で
な
け
れ
ば
評
価
が
で
き
な
い
面

を
し
っ
か
り
踏
ま
え
て
、
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
評
価
機
関
と
事
業
者
は
「
評

価
す
る
・
評
価
さ
れ
る
」
と
い
う
上
下

の
一
方
向
の
関
係
で
は
な
く
、
緊
張
関

係
を
保
ち
つ
つ
も
、「
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

い
う
、
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
協
働
す

る
関
係
に
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

第
三
者
評
価
と
「
監
査
」
の
相
違
点

　

行
政
監
査
は
職
員
配
置
等
、
最
低
基

準
か
ら
は
ず
れ
た
運
営
が
な
さ
れ
て
い

な
い
か
ど
う
か
事
業
者
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
不
適
切
な
場
合
に
は
行
政
指
導
・

処
分
を
行
い
ま
す
。
監
査
の
焦
点
は

「
最
低
基
準
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
」
で
す
が
、
第
三
者
評
価
で
は
、
監

査
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
、
評
価

を
受
け
る
た
め
の
大
前
提
・
大
原
則
と

し
、
そ
の
上
で
、
事
業
者
の
特
徴
や
特

色
な
ど
「
何
が
ど
の
よ
う
に
で
き
て
い

る
か
」
と
い
う
各
々
の
取
り
組
み
の
広

が
り
を
つ
か
む
こ
と
で
、
利
用
者
の
選

択
に
役
立
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
に
重
点

が
お
か
れ
ま
す
。

　本県における望ましい第三者評価（※）の仕組みに
ついて検討するため、本会に「第三者評価事業仕組み
検討委員会」（以下、委員会）を設置し、この度検討結
果を「かながわにおける福祉サービス第三者評価の仕
組みのあり方に関する基本指針」にまとめました。こ
の基本指針では、福祉サービス（以下、サービス）の

かながわの福祉サービス第三者評価事業の創設に向けて
―福祉サービス第三者評価の仕組みのあり方に関する基本指針まとまる―

質の向上につながる第三者評価となるよう、評価の目
的・方法、県民に役立つ評価情報等の基本的な考え方
を示しています。また、本県の地域特性を勘案し、複
数の評価機関相互の、連絡調整機能の必要性も明らか
にしています。今回の特集では、その要旨と今後の取
り組みについてご紹介します。
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評価調査
評価決定

受審申請
契　　約

評
価
の
基
本
的
仕
組
み

　

第
三
者
評
価
は
「
評
価
機
関
」
と
評

価
を
受
け
よ
う
と
す
る「
事
業
者（
受
審

は
事
業
所
単
位
）」と
が
、事
業
者
の
負

担
と
責
任
に
よ
り
契
約
を
結
び
、
評
価

を
実
施
し
、
公
表
す
る
こ
と
を
も
っ
て

終
了
と
な
り
ま
す
。
評
価
の
基
本
的
仕

組
み
は
別
図
の
と
お
り
で
す
。

　

評
価
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
評
価

調
査
者
」
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
評
価
調
査
者
が

第
三
者
評
価
の
趣
旨
を
充
分
に
理
解

し
、
調
査
に
あ
た
れ
る
よ
う
留
意
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
規
定
の
研
修
を
修

了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
・
経
験
を
考

慮
し
て
構
成
さ
れ
た
、
自
由
な
立
場
の

評
価
調
査
者
の
チ
ー
ム
（
二
〜
四
名
）

が
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
中
立
性

が
保
持
さ
れ
、
多
角
的
な
視
点
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
評

価
決
定
（
認
証
）
を
行
う
に
あ
た
っ
て

は
、
事
業
者
や
福
祉
専
門
職
従
事
者
、

県
民
等
、
様
々
な
立
場
の
人
々
に
よ
る

「
合
議
制
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

公
正
性
・
中
立
性
を
担
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
評
価
情
報
の
公
表
に
つ
い

て
は
評
価
機
関
が
行
う
こ
と
と
合
わ
せ

て
、
評
価
を
受
け
た
事
業
者
も
積
極
的

に
情
報
公
開
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

評
価
機
関
間
の
調
整
機
能
の
必
要
性

　

今
後
の
本
県
に
お
け
る
評
価
事
業
の

展
開
に
は
、
そ
の
地
域
特
性
か
ら
も
、

複
数
の
評
価
機
関
の
設
置
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
評
価
結
果
に
対
す
る

事
業
者
か
ら
の
不
服
・
苦
情
対
応
や
県

民
に
わ
か
り
や
す
い
一
貫
性
の
あ
る
評

価
に
す
る
た
め
の
指
標
と
な
る
共
通
評

価
基
準
の
作
成
、
評
価
情
報
の
一
元
的

な
公
表
等
、
評
価
事
業
推
進
に
向
け
、

評
価
機
関
間
の
連
絡
調
整
役
を
果
た
す

機
能
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
会
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組
み

　

本
会
に
は
、
事
業
者
・
利
用
者
双
方

か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
か
か
わ
る
ニ
ー

ズ
が
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
、
質
の
向
上
に

向
け
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
や
福

祉
関
係
従
事
者
研
修
も
実
施
す
る
な

ど
、
評
価
事
業
を
促
進
す
る
環
境
が
整

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
後
は
、
先
に

触
れ
た
評
価
機
関
間
の
連
絡
調
整
機
能

を
担
う
こ
と
も
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
十

五
年
度
の
評
価
機
関
設
置
に
向
け
、

「
第
三
者
評
価
機
関
設
置
準
備
委
員

会
」
を
設
け
、
評
価
の
具
体
的
体
制
整

備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
企
画
課
）

◆
基
本
指
針
は
有
償
配
布
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
�　

―　

―
１
４
２
３

０４５

３１１

事業者
（受審は事業所単位）

※「第三者評価」における「第三者」とは、苦情解決事業の「第三者委員」などのように「個
人」を指すのではなく、公正・中立な第三者性を有する「機関」が実施することをいいます。

第三者評価の基本仕組み

評価機関

県民・利用者

評価調査者

評価（結果）
情報の公表

評価結果の提供

評価調査者の条件と養成・確保

○所属や職責にとらわれない自由な立場（学識経験者、職

能団体所属者、公募一般県民、利用者家族、権利擁護

市民活動関係者、他業種の施設従事者等）

○規定の養成研修を受講し修了した者

○評価調査者は評価機関と自由に契約する

評価調査者チーム

○事業所定員数により２～４名で１チームとし、可能な

限り様々な知識、経験をもつ者を組み合わせる。また

リーダー（主任）をおく

○調査結果をまとめる合議に

はさらに別の評価調査者１

名を加える

３つの機能

評価調査者の選定・委嘱並び
に調査結果に基づき評価決定
（認証）を行う（評価対象種
別毎に設置）。様々な立場の
者で構成し、当該事業者に関
係する者は、その事業者の評
価決定には関与しない。

評
価
決
定
（
認
証
）

評価決定（認証）に対する事
業者からの異議・不服申し立
てについて、事実確認・調査
及び調停を行う。

不
服
審
査

評価基準の作成・改定、評価
調査手法の研究、評価調査者
養成研修カリキュラム検討等
の調査・研究を行う（全種別
共通部分と種別毎部分に分け
行う）。

調
査
研
究

○公表される評価情報は事
業者毎の評価結果のほ
か、当該の評価を行った
評価機関名等
○評価結果の表し方－基本
は文章形式
○評価情報の著作権は評価
機関に属する
○評価情報の提供には「公
共性」を確保する

事務局

委員会
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本
県
で
は
、
二
〇
〇
一
年
を
「
希
望

の
年
」
と
位
置
付
け
、「
共
生
社
会
か
な

が
わ
」
を
市
民
の
行
動
で
実
現
す
る
き

っ
か
け
と
し
て
、「
第
十
回
全
国
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
な
が

わ
」
を
同
年
九
月
に
開
催
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
意
欲
を
継
承

し
、
市
民
活
動
の
交
流
と
新
た
な
展
開

の
道
筋
を
さ
ぐ
る
目
的
で
、
去
る
十
月

十
三
日
に
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

（
横
浜
市
神
奈
川
区
）
で
「
共
生
社
会

と
市
民
活
動
を
考
え
る
〜
希
望
の
年
に

芽
生
え
た
芽
を
明
日
に
」
と
題
し
、
記

念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
（
二
〇
〇
一

年
希
望
の
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

か
な
が
わ
県
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
共
催
）。

　

記
念
講
演
は
写
真
家
菊
地
信
夫
氏

（
本
紙
一
面
写
真
を
撮
影
）
よ
り
、
十

年
以
上
に
わ
た
る
取
材
で
出
会
っ
た

方
々
の
写
真
を
交
え
、
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
菊
地
氏
は
取
材
の
思
い
出

を
語
る
中
で
、「
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

て
当
た
り
前
で
あ
っ
て
、
個
々
を
認
め

合
い
生
き
て
い
く
こ
と
が
『
共
生
』
だ

と
教
え
ら
れ
た
」
と
話
さ
れ
、
一
人
ひ

と
り
の
大
切
さ
と
「
共
生
」
と
い
う
言

葉
の
深
さ
を
、
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
市
民
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
」
で
は
、
現
在
県
内
で
活
躍

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
）の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、

活
動
状
況
と
市
民
活
動
の
意
義
、
課
題

に
つ
い
て
ご
発
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
活
動
へ
の
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
市
民
の
視

点
と
精
神
を
常
に
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

夢
を
持
ち
寄
り
、
仲
間
と
協
働
し
な
が

ら
、
社
会
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
の
ま
と
め
で
は
、
深
く
頷
く
姿

も
見
ら
れ
、
市
民
に
よ
っ
て
創
り
出
す

「
共
生
社
会
」
が
、
確
実
に
芽
吹
き
始

め
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

「
共
生
社
会
か
な
が
わ
」を
市
民
の
手
で

－
「
二
〇
〇
一
年
希
望
の
年
記
念
事
業
」を
開
催－

　ふれあいと活力ある長寿社会を実現するため、健康づくりや社会参加への理解を深めることを目的に、全国各地で毎年開催されている｢全国健康福祉祭｣（通
称：ねんりんピック）。本年は、10月19日から22日の4日間にわたり福島県で開催され、本県から14種目、127名の選手団が参加しました。試合当日は激
しい雨にみまわれ、屋外競技が一部中止になるなどの影響を受けましたが、選手は日頃の成果を十分に発揮し、本紙９月号の１面でご紹介した飯田ナリ子さん
も出場した弓道は、見事チーム優勝を果たすなど大健闘しました。各種目の成績は次のとおりです。　　　　　　　　　　　（かながわ長寿社会開発センター）

神奈川県選手団、福島の空に輝く「ねんりんの輪」
―第１５回全国健康福祉祭ふくしま大会（うつくしまねんりんピック２００２）で大健闘！―

パネルディスカッションのようす

大
会
マ
ス
コ
ッ
ト「
キ
ビ
タ
ン
」

大
会
マ
ス
コ
ッ
ト「
キ
ビ
タ
ン
」

成　　　　　　　績種　　目

３位グループで８位入賞（敢闘賞）卓 球
４位トーナメントで１回戦負け（１勝２敗）テ ニ ス
予選リーグGブロックで４位ソ フ ト テ ニ ス
荒天のため試合中止ソ フ ト ボ ー ル
予選リーグで２勝１敗（決勝進出ならず）ゲ ー ト ボ ー ル
予選で３敗（決勝進出ならず）ペ タ ン ク
団体４位（優秀賞）／長野和郎さん（Cブロック３位）、青
柳征ニさん（Aブロックベストグロス賞）ゴ ル フ

優勝弓 道
準々決勝で優勝チーム（福島A）に惜敗、ベスト16（優秀賞）剣 道
参加346名中、山口輝義さん（54位）、大山三郎さん（169
位）、篠崎尊雄さん（225位）、鈴木忠孝さん（251位）、前
田致秋さん（293位）、山口敦子さん（298位）

グラウンドゴルフ

４位（優秀賞）太 極 拳
第２位グループで３位ソフトバレーボール
Cブロックで優勝／川島元信さん（優秀選手賞）サ ッ カ ー
団体戦総合得点14点（上位20位入選ならず）社 交 ダ ン ス 総合開会式への入場を待つ選手団

（上）と太極拳の演武のようす（下）
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「
児
童
虐
待
防
止
法
」
施
行
後
、
二
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
子
ど
も

虐
待
へ
の
社
会
的
関
心
は
高
ま
り
を
み

せ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
本
年
度
の

児
童
相
談
所
へ
の
虐
待
相
談
件
数
は
、

そ
の
把
握
を
始
め
た
一
九
九
〇
年
度
の

千
百
一
件
か
ら
、
約
二
十
三
倍
増
の
二

万
四
千
八
百
件
に
ま
で
達
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
深
刻
な
虐
待
の
増
加
に

よ
っ
て
、
児
童
相
談
所
や
一
時
保
護

所
、
子
ど
も
の
受
け
皿
で
あ
る
乳
児
院

や
児
童
養
護
施
設
は
、「
野
戦
病
院
」
と

も
い
う
べ
き
厳
し
く
困
難
な
状
態
に
追

い
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
防
止
法
」は
子
ど
も
虐
待

に
関
す
る
法
律
と
し
て
画
期
的
な
も
の

で
し
た
が
、
ま
だ
不
十
分
な
点
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
付
帯
決
議
に
盛
ら

れ
た
「
児
童
養
護
施
設
の
改
善
」
に
し

て
も
十
分
に
具
体
化
さ
れ
ず
、
子
ど
も

を
守
る
最
後
の
砦
で
あ
る
乳
児
院
や
児

童
養
護
施
設
の
多
く
は
、
生
活
の
場
と

し
て
は
あ
ま
り
に
狭
く
、
老
朽
化
し
て

い
ま
す
。
職
員
配
置
も
こ
の
四
半
世
紀

改
善
さ
れ
ず
、
傷
つ
き
疲
れ
果
て
て
入

所
す
る
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
た
め

に
必
要
な
援
助
さ
え
困
難
な
状
態
で

す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
だ
け
で
な
く
、

子
育
て
支
援
・
児
童
相
談
所
・
里
親
制

度
の
充
実
、
子
ど
も
を
守
る
司
法
関
与

の
強
化
等
、
今
す
ぐ
に
改
善
す
べ
き
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
国
の
行
動
に
歩
調
を
あ

わ
せ
、
本
県
内
で
こ
の
問
題
に
関
わ
る

有
志
が
、
福
祉
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
）等
の
協
賛
を
得
て
、

「
児
童
虐
待
防
止
法
改
正
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
民
集
会
・
パ
レ
ー
ド
神
奈
川

実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
ま
し
た
。
十

二
月
に
は
東
京
都
千
代
田
区
で
、
虐
待

に
よ
り
命
を
失
っ
た
子
ど
も
の
死
を
悼

み
、
そ
の
命
と
人
権
を
讃
え
、
さ
ら
に

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る
シ
ス
テ
ム
を

拡
充
す
る
た
め
の
関
連
法
規
・
施
策
の

改
正
、
整
備
を
求
め
る
市
民
集
会
・
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご

参
加
い
た
だ
き
、
子
ど
も
へ
の
熱
い
想

い
を
結
集
し
、
苦
し
い
状
況
に
置
か
れ

た
子
ど
も
た
ち
を
守
る
大
き
な
流
れ
を

創
り
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
邇

（
同
実
行
委
員
会
）
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週
末
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
・
レ
ー
サ
ー

た
ち
が
し
の
ぎ
を
削
る
カ
ー
ト
場
に
、

友
人
と
出
か
け
ま
し
た
。

　

全
盲
で
、
知
的
障
碍
の
あ
る
Ｔ
君

は
、
バ
ス
や
ら
バ
イ
ク
や
ら
の
エ
ン
ジ

ン
音
が
大
好
き
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
彼
を
二
人
乗
り
マ
シ
ン

の
サ
イ
ド
シ
ー
ト
に
乗
せ
て
、
サ
ー
キ

ッ
ト
を
ト
ロ
ト
ロ
と
走
り
ま
し
た
。

　
「
Ｔ
君
面
白
か
っ
た
？
」

　
「
う
ん
。
今
度
は
僕
が
運
転
し
よ
う

か
？
」

　

う
ー
ん
。
そ
う
来
た
か
…
。
も
ち
ろ

ん
彼
に
は
カ
ー
ト
の
運
転
は
無
理
で
、

そ
の
こ
と
は
、
障
碍
が
あ
る
と
は
い

え
、
本
人
が
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る

は
ず
な
の
で
す
が
。

　
「
運
転
す
る
こ
と
は
難
し
い
け
ど
、

も
し
も
運
転
で
き
た
ら
、
Ｔ
君
は
、
き

っ
と
も
の
凄
い
音
を
出
し
て
、
飛
ば
す

だ
ろ
う
ね
」
と
の
僕
の
言
葉
に
、
彼
は

「
う
ん
、
た
ぶ
ん
ね
」
と
ニ
コ
リ
と
笑

っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
僕
ら
は
、
コ
ー
ナ
ー
で
ス

リ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
が
キ
ュ
キ
ュ
ッ
と
鳴
る

音
や
、
車
体
が
ロ
ー
ル
し
て
、
サ
イ
ド

ガ
ー
ド
が
路
面
を
ガ
リ
ガ
リ
こ
す
る
音

を
聴
い
て
、
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
夕
方
ま

で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

彼
を
見
て
い
る
と
、
神
様
は
、
人
間

か
ら
い
ろ
ん
な
モ
ノ
を
取
り
上
げ
た

り
、
与
え
た
り
す
る
け
れ
ど
、
必
ず
残

し
て
お
い
て
く
れ
る
の
は
『
希
望
』
な

の
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
可

能
性
ゼ
ロ
と
思
わ
れ
る
時
に
さ
え
、
勝

利
す
る
も
の
と
し
て
。
だ
か
ら
、
彼
の

素
敵
な
夢
を
と
り
あ
げ
る
権
利
な
ん

て
、
誰
に
も
な
い
と
実
感
す
る
僕
で
し

た
。

　

そ
ん
な
思
い
に
浸
っ
て
い
る
の
に
、

「
今
度
い
つ
来
よ
う
か
？
」
と
Ｔ
君
。

　

え
？
も
う
次
の
話
な
の
迴
立
ち
っ
ぱ

な
し
で
、
腰
が
ガ
ク
ガ
ク
だ
よ
〜
！
と

そ
の
意
欲
に
脱
帽
し
ま
し
た
。

（
の
ざ
わ
ひ
で
き
）

�投稿をお寄せください�
　「福祉について思うこと」をテー
マにした投稿をお待ちしています。
他のテーマや今まで本紙に掲載し
てきた内容への意見でも結構です。
　７００字を目安にしますが、分量は
問いません。匿名でも結構です。
　原稿は郵送などで、県社協企画
課タイムズ係へお送りください。

FAX　０４５－３１２－６３０２
Mail　kikaku@jinsyakyo.or.jp

子
ど
も
の
い
の
ち
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に

－

虐
待
死
を
悼
み
、い
の
ち
を
讃
え
る
市
民
集
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！－

市民集会・パレードのご案内
日　　時：１２月１３日金曜日

【集　　会】日比谷公会堂　１５時４５分～

【パレード】日比谷公園　１５時４５分出発

� ：いずれも、地下鉄丸の内線「霞ヶ関駅」、

日比谷線･千代田線「霞ヶ関･日比谷駅」、

都営三田線「内幸町駅」、ＪＲ山手線･京

浜東北線「有楽町・新橋駅」下車

参 加 費：無料

問 合 せ：日本水上学園�０４５－６２２－７２９５（宇田川）

会場への
アクセス
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県
社
協
の�

た
だ
く
中
、
岡
崎

洋
県
知
事
、
阿
部

絢
子
本
会
会
長
、

牧
内
良
平
県
共
同

募
金
会
会
長
よ
り

各
顕
彰
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
内
訳

は
、
神
奈
川
県
介

護
賞
（
十
人
）、
社

会
福
祉
関
係
者
知

事
表
彰
（
五
十
八

　

去
る
十
月
二
十
四
日
、
第
五
十
一
回
神
奈
川
県
社

会
福
祉
大
会
を
、
県
内
社
会
福
祉
関
係
者
約
千
名
の

参
加
の
も
と
、
県
立
音
楽
堂
（
横
浜
市
西
区
）
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
講
演
で
は
、
女
優
の
石
井
め
ぐ
み

さ
ん
に
「
や
さ
し
い
街　

や
さ
し
い
人
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
井
さ
ん
は
、
重
度

障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
長
男
優
斗
君
と
の
生
活
を

通
し
て
、
生
命
の
大
切
さ
を
実
感
さ
れ
た
経
験
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
、「
生
命
の
尊
さ
が
軽
ん
じ
ら
れ
が

ち
な
時
代
に
こ
そ
、
そ
れ
を
言
葉
に
し
、
広
く
伝
え

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
や
さ
し

い
街
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓
に
ご
臨
席
い

人
、
十
二
団
体
）、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
知
事
表
彰
（
三

人
）、
共
同
募
金
運
動
功
労
者
県
知
事
表
彰
（
四
十
二

人
、
八
団
体
）、
県
社
協
会
長
表
彰（
四
百
六
十
一
人
、

八
十
五
団
体
）、
県
社
協
会
長
感
謝
（
二
百
四
十
二

人
）、
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
個
人
百
六
十
二

人
、団
体
十
九
団
体
、委
嘱
職
員
十
九
人
）で
し
た
。

　

受
賞
者
代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
里
親
の
成

沢
康
江
さ
ん
（
相
模
原
市
）
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の

思
い
出
に
触
れ
、「
巣
立
っ
て
い
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
幸
せ
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

用
者
、
保
護
者
の
方
々
な
ど
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
や
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
へ
の
期
待
等
の
発
題

が
あ
り
ま
し
た
。
施
設
利
用
者
か
ら
は
「
髪
を
染
め

た
い
」「
音
楽
を
一
人
で
聴
き
た
い
」
な
ど
、
ご
く
当

た
り
前
の
希
望
が
聞
か
れ
、
権
利
擁
護
の
高
揚
の
中

に
あ
っ
て
も
、
遅
々
と
し
て
い
る
現
状
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
「
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
の
存
在
や
役
割
が
具
体
的
に
分
か
ら
な
か

っ
た
。
相
談
時
だ

け
で
は
な
く
、
日

頃
か
ら
気
軽
に
話

せ
る
関
係
を
作
っ

て
欲
し
い
」
と
、

今
後
の
活
動
に
期

待
す
る
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ソ
ン
か
ら
は
、
自

分
の
仕
事
と
活
動

と
の
両
立
の
難
し

さ
や
相
談
者
に
対
す
る
理
解
の
あ
り
方
等
、
資
質
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
課
題
や
団
体
内
で
の
自
己
完

結
に
よ
る
閉
塞
化
、
運
営
資
金
面
の
こ
と
等
、
様
々

な
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
団
体
相
互

に
共
有
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
い

う
認
識
の
も
と
、
今
後
「
か
な
が
わ
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
協
議
会
」
の
設
立
に
向
け
、
協
働
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

権
利
擁
護
の
難
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
今
回
の

集
会
で
す
が
、
同
時
に
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、
地

道
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
真
の
権
利

擁
護
に
繋
が
っ
て
い
く
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
あ
し
す
と
）

九
百
九
十
七
人
・
百
二
十
四
団
体
の
功
績
を
讃
え

―
第　

回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
―

５１

　

契
約
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
問
わ
れ
る
中
、
高
齢
者
や
障

害
者
等
の
方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
声
を
代
弁

し
、
権
利
を
擁
護
し
て
い
く
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

は
、
地
域
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
現
在
、
県
内
に
は
十
を
超
え
る
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
活
動
（
以
下
、
活
動
）
に
百
人
以

上
の
方
々
が
参
加
し
て
お
り
、
全
国
的
に
も
先
進
的

な
取
り
組
み
を
見
せ
て
い
ま
す
。し
か
し
、活
動
の
広

が
り
と
と
も
に
様
々
な
課
題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
質
の
確
保
、
向

上
を
目
指
し
、
横
断
的
組
織
の
設
立
を
す
す
め
て
い

る
「
か
な
が
わ
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
協
議
会
準

備
委
員
会
」
が
中
心
と
な
り
、
本
会
「
あ
し
す
と
」

も
参
画
し
、
十
月
十
九
日
、
県
社
会
福
祉
会
館
（
横

浜
市
神
奈
川
区
）
で
「
か
な
が
わ
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ

ー
ソ
ン
研
究
・
交
流
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
基
調
講
演
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

身
体
・
知
的
障
害
者
福
祉
施
設
や
老
人
福
祉
施
設
利

活
動
の「
い
ま
」そ
し
て「
将
来
」を
語
り
合
う

―
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
研
究
・
交
流
集
会
を
開
催
―

本会阿部会長から表彰状を受け
とるボランティア功労賞受賞者

７つのグループに分かれて行われた分散会で
は、参加者それぞれが思いを語り交流を深めた



第６１２号　福祉タイムズ　２００２．１１．１５　第三種郵便物認可（７）

図 書
★社会福祉辞典（一番ケ瀬康子・小川政亮
真田是・高島進・早川和男他、大月書店）
★福祉社会を支える主体形成（保田井進、
ミネルヴァ書房）
★個室・ユニットケア読本～特養「風の村」
のハ－ドとソフト（風の村、ミネルヴァ書
房）
★児童養護施設のセラピスト～導入とその
課題（高橋利一他、筒井書房）
★２１世紀型ト－タルケアシステムの創造～
遠野ハ－トフルプランの展開（日本地域社
会研究所、万葉舎）
★障害者と地域生活～福祉キ－ワ－ドシリ
－ズ（佐藤久夫・北野誠一他、中央法規）
★現代コミュニティワ－ク論（松永俊文・
野上文夫・渡辺武男他、中央法規）
★地域福祉の担い手～地域福祉を拓く第３
巻（和田敏明他、ぎょうせい）

資 料
★大分県運営適正化委員会事業報告書～平
成１３年度（大分県社協）
★シンポジウム市民の社会参加で制度の充
実を～３年目を迎えた介護保険（全労済協
会）
★情報・交流誌第２号～第１回職員研究交
流集会報告特集（２１世紀老人福祉の向上を
めざす施設連絡会）
★最新のユニットケアがわかる２～第４回
ユニットケア全国セミナ－（実行委員会）
★２００１年度実践レポ－ト（県立湘南老人ホ
－ム）
★市町村域における交流と生きがいの場づ
くり支援事業報告書／高齢者健康増進等啓
発普及事業報告書（長寿社会開発センター）
★地域における精神保健福祉啓発活動のガ
イドライン（全国精神障害者家族会連合会）
★防災福祉マニュアル～在宅要援護者を中
心として（都市防災研究会）
★神奈川県内のボランタリ－団体の実態と
行政との協働に関する調査報告書（かなが
わ県民活動サポ－トセンタ－）

本会「福祉資料室」がこの１カ月間に収集
した主なものを掲載しました。福祉資料室
には閲覧室があり、文献検索、資料利用相
談、貸出し等のサービスも行っています。
◆利用時間：月曜日～金曜日（第３金曜、
祝日、年末年始等を除く）の９時～17時
◆貸出し：２週間３冊まで
◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
URL http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/tosyo/
（ＨＰでも図書・資料の検索ができます）

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料図書・資料
療
養
・
介
護
資
金
取
り
扱
い
変
更
の
お
知
ら
せ

　

十
月
か
ら
の
健
康
保
険
法
改
正
に
伴
い
、
七

十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
額
が
、
定

額
負
担
か
ら
原
則
一
割
負
担
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
高
齢
者
世
帯
の
緊
急
か
つ
一
時

的
に
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
、
小
額
な

貸
付
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
し
た
。

◇
貸
付
対
象
＝
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
生

活
福
祉
資
金
貸
付
基
準
に
合
致
す
る
世
帯

◇
貸
付
金
額
＝
一
世
帯
当
た
り
５
万
円
以
内

（
無
利
子
）

◇
連
帯
保
証
人
＝
原
則
と
し
て
不
要
。
但
し
、

返
済
が
困
難
な
場
合
は
保
証
人
を
つ
け
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

※
添
付
書
類
、
据
置
期
間
、
審
査
等
は
、
現
行

の
生
活
福
祉
資
金
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
＝
本
会
生
活
支
援
担
当

�　

―　

―
１
４
２
６

０４５

３１１

　
　

―　

―
６
３
０
２

FAX
０４５

３１２

企
業
の
姿
勢
で
す
〜
Ｐ
Ｄ
マ
ー
ク
〜

　

県
で
は
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
個

人
情
報
取
扱
業
務
登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｄ
マ
ー
ク
の
掲
示
に
よ
り
、
個
人
情
報

保
護
に
自
主
的
に
取

り
組
む
姿
勢
を
示
す

と
と
も
に
、
信
頼
関

係
を
増
す
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
＝
県
情
報
公
開
課
個
人
情
報
保
護
班

�　

―　

―
３
７
２
０

０４５

２１０

　
　

―　

―
８
８
３
８

FAX
０４５

２１０

２
０
０
３
年
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ご
案
内

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
で
は
、
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
「
大

地
―T

he
M
other

E
arth

」
を
販
売
し
て
い

ま
す
。こ
の
収
益
は
、ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
等
の

方
々
を
支
援
す
る
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

◇
内
容
＝
写
真
家
野
町
和
嘉
氏
に
よ
る
、
ア
フ

リ
カ
、
チ
ベ
ッ
ト
等
の
迫
力
あ
る
大
地　

景
１５

◇
使
用
時
形
状
＝　

×　

㎝
、
カ
ラ
ー　

頁

５６

４１

２８

◇
価
格
＝
一
部
１
千
５
百
円
（　

部
を
越
え
る

２０

場
合
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。
発
送
料
別
途
）

◇
問
合
せ
＝
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
レ
ン
ダ
ー
事
務
局

�　

―
３
８
３
４
―
２
３
８
８

０３

　
　

―
３
８
３
５
―
０
５
１
９

FAX
０３

第
９
回
キ
リ
ン
福
祉
財
団
公
募
助
成

◇
対
象
＝
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
助
成

◇
助
成
期
間
＝
平
成　

年
４
月
〜　

年
３
月

１５

１６

◇
助
成
金
額
＝
一
件
あ
た
り
上
限　

万
円

５０

◇
〆
切
り
＝　

月
９
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

１２

◇
問
合
せ
＝
譛
キ
リ
ン
福
祉
財
団
事
務
局

�　

―
５
５
４
０
―
３
５
２
２

０３

　
　

―
５
５
４
０
―
３
５
２
５

FAX
０３

寄
託
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
託
金
】（
敬
称
略
）

▽
共
栄
企
業
㈱
▽
小
久
保
フ
ジ
エ
▽
大
島
智
晃

▽
広
瀬
公
子
▽
田
中
良
平

（
計
一
、
七
〇
六
、
三
三
七
円
）

登録の証
「ＰＤマーク」

【
寄
託
品
】（
敬
称
略
）

▽
神
奈
川
県
機
器
健
康
保
険
組
合
▽
博
田
樹
▽

斉
藤
孝
子
▽
今
野
加
代
子

ＮＴＴドコモ㈱神奈川支店を通じて、
NPO法人モバイル・コミュニケーション
・ファンドより、社会福祉のために寄付
をいただきました
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前
回
は
、「
株
式
会
社
く
ら
し
の
友
」
の
お
客
様
相
談
室
を
中
心
と
し
た
、
顧
客
の
声

を
受
け
止
め
る
体
制
作
り
と
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
け
て
い
く
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
イ
ル
」（
本
社 ：

東
京
都
渋
谷
区
）
を
訪
ね
、

商
品
開
発
や
店
舗
展
開
に
対
す
る
考
え
方
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
中
で
一

人
ひ
と
り
が
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
ど
の
よ
う
な

視
点
で
構
築
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
視
点
か
ら
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

企
業
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
眩

連載
市
場
開
放
と
競
争
が
求
め
ら
れ
る
中
で

㈱アクティブスタイル
設　　立：平成１２年６月
資 本 金：６億１，７００万円
代 表 者：田窪為二郎
社 員 数：２１人
主な事業：介護福祉機器の製造
・販売・レンタル業、シニア層
を対象とした生活用品の製造・
販売業等
本　　社：〒１５０－０００２
東京都渋谷区渋谷３丁目５番１６
号ＧＥエジソンビル渋谷８Ｆ

�０３－５４６４－５５９９㈹
URL: http://www.asmore.com/

　

内
閣
府
の
「
総
合
規
制
改
革
会
議
」

は
、
本
年
七
月
、「
中
間
と
り
ま
と
め
」

を
公
表
し
ま
し
た
。（
※
）

　

今
回
の
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
こ

れ
ま
で
「
営
利
主
義
に
走
る
こ
と
は
、

利
用
者
の
利
便
性
を
損
な
い
、
公
共
性

が
確
保
さ
れ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
か

ら
、
個
別
の
行
為
規
制
だ
け
で
な
く
、

運
営
主
体
を
制
約
し
、
新
規
運
営
主
体

の
参
入
や
競
争
を
制
限
し
て
い
た
、
医

療
・
福
祉
・
教
育
・
農
業
等
の
分
野
へ

の
、
民
間
参
入
・
移
管
拡
大
の
必
要
性

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、利
用

者
の
自
由
な
選
択
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
多
様
な
運
営
主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
利
用
者
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
敏
感

に
反
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
式
会
社

等
の
参
入
に
よ
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
や
創
意
工
夫
の
発
想
を
助
長

し
、
市
場
競
争
を
一
層
促
進
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
イ
ル
」
は
、
平

成
十
二
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
豊
か
な
高
齢
化
社
会
の
実
現
に
対

す
る
貢
献
」
を
事
業
理
念
に
掲
げ
、
介

護
さ
れ
る
方
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
「
生
き
が
い
・

豊
か
さ
」
を
感
じ
ら
れ
る
。
同
時
に
介

護
す
る
方
に
も
、
よ
り
質
の
高
い
生
活

が
実
現
で
き
る
「
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
」

テ
ー
マ
は「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」

を
提
供
し
て
い
こ
う
と
、
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
「
人
生
経
験
豊
か
な
シ
ニ
ア
の
方
が
、

よ
り
元
気
に
、
よ
り
楽
し
く
美
し
く
歳

を
重
ね
て
い
く
た
め
の
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
、『
あ
な
た
ら
し
く
、
さ

ら
に
…
』
と
い
う
意
味
を
込
め
名
付
け

た
、『
ア
ズ
モ
ア
』
と
い
う
シ
ニ
ア
向
け

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
で
、
衣

・
食
・
住
・
ケ
ア
に
わ
た
る
豊
富
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
初
ア
ズ
モ
ア
で
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
概
念
を
生
か
し
た
商
品
を
中
心

に
、
よ
り
快
適
に
、
そ
し
て
楽
し
く
生

活
で
き
る
商
品
を
取
り
揃
え
て
い
こ
う

と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ざ
探
し
て
み
る
と
、
機
能
面
で
は
充

実
し
て
い
る
商
品
が
多
い
反
面
、
見
栄

え
の
美
し
さ
や
使
用
感
を
考
え
た
商
品

の
少
な
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
グ
ル
ー
プ

企
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
商
品
等
の
開
発
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
」
と
取
締
役
商
品
開
発
本
部

長
の
吉
田
正
之
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
イ
ル
が
手
が
け
る

「
ア
ズ
モ
ア
自
由
が
丘
店
」（
東
京
都
目

黒
区
）
は
、
東
急
東
横
線
「
自
由
が
丘

駅
」
か
ら
徒
歩
三
分
、
し
ゃ
れ
た
町
並

み
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。
店
内
に
は
、

か
わ
い
い
食
器
や
心
地
よ
さ
そ
う
な
寝

具
の
ほ
か
、
健
康
や
美
容
に
配
慮
し
た

商
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
に
さ

り
げ
な
く
置
か
れ
て
い
る
、
色
彩
鮮
や

か
で
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ
シ
ニ
ア

カ
ー
や
車
イ
ス
、杖
、歩
行
器
、
携
帯
助

聴
器
等
の
介
護
用
品
を
見
て
い
る
と
、

ア
ズ
モ
ア
の
介
護
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
例
え
ば
食
器
な
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
も
の
や
ス
プ
ー
ン
を
使
え
ば
、
取

り
扱
い
も
簡
便
に
な
り
、
介
護
は
楽
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
陶
器
の

食
器
や
箸
の
生
活
に
慣
れ
て
い
る
方
に

と
っ
て
、
そ
れ
で
食
事
が
本
当
に
美
味

し
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
世
に
あ
る
家
電
製
品
な
ど
は
、
た

く
さ
ん
の
機
能
が
あ
っ
た
方
が
便
利
と

の
考
え
か
ら
、
取
り
扱
い
が
複
雑
に
な

っ
て
い
な
い
か
。
介
護
用
品
は
介
護
者

側
の
実
用
本
位
で
、
人
の
五
感
に
訴
え

る
こ
と
の
な
い
、
温
か
み
の
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
さ
ら
に
は
そ
の

介
護
は
軽
減
さ
れ
る
だ
け
で
い
い
の
か

アズモアの「意味のある商品」が、訪れ
る人の福祉や介護の概念を変えていく
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ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク121

「コンブジャナイヨオンブダヨ～コンブジャ
ナイヨオンブダヨ～」－２人呪文を唱える
「オンブマン

・ ・ ・ ・ ・
本当にありがとう！なんとかや

ってみるよ！」
　
　これは、私たちが上演した「はばたく時は
今」のワンシーンです。面白いこの呪文は「オ
ンブズパーソン」について理解を深め、身近
に感じてほしいとの思いが込められています。
　「演劇集団ほりごたつ」は、ｅネット（県央
東地区オンブズパーソンネットワーク）の企
画で昨年誕生しました。障害者を取り巻く出
来事や新しい制度等をテーマとし、より分か
りやすく観てもらえるような芝居を創ってい
ます。今年は２月と１０月の２回公演を行いま
した。私たちの特徴はナント、音楽が全て生
演奏邇バンドさんたちが、かっこいい演奏で
盛り上げてくれます。そこに個性豊かな劇団
員が加わり、難しいテーマにもかかわらず、楽
しい芝居が出来上がっています。私は今回利
用者の役を演じましたが、終演後、観客の障害
者の方々が「楽しかった」と笑ったり、「コンブ
ジャナイヨ」とセリフを言ってくれたりする
ことがとてもうれしく、「やって良かったナ」
と充実感でいっぱいになりました。きっと、
楽しい空間を共有できたのだと思います。
　“役者と観客の障害者”という関係ではな
く、“人と人”として心がふれあうということ。
すごく素敵ですよね。私たちの演劇活動を通
じて、一人でも多くの方が、この心のふれあい
や楽しい空間を感じてくれることを、私は願
っています。そしてその為にがんばります。
　現在「ほりごたつ」では、公演依頼及び劇
団員を大募集中です。どんな場所でもお伺い
しますし、劇団員は経験等問いません。同じ
気持ちで歩んでくれる方、是非どうぞ！
※詳細はｅネットホームページ(http://www1.
ttcn.ne.jp/̃e-net/)

「演劇で心のふれあいを」

演劇集団ほりごたつ
劇団員　遠藤陽子
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今月のまとめ�

今月のまとめ�
冒
頭
の
内
閣
府
の
中
間
と
り
ま
と

め
に
つ
い
て
、
最
初
に
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
社

会
福
祉
法
人
に
限
ら
ず
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
担
保
が
問
わ
れ
る
中
で
、「
他

に
負
け
な
い
よ
う
な
事
業
」
を
す
る
の

で
は
な
く
、「
利
用
者
の
よ
り
良
い
生

活
を
実
現
す
る
た
め
の
事
業
」
の
展
開

を
図
り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
福
祉
市
場
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
実
績
と
経
験
を
、

十
分
に
生
か
せ
る
事
業
の
あ
り
方
を
探

求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
介
護
用
品
を
誰
も
が
使
う

生
活
用
品
と
し
て
考
え
、
介
護
を
生
活

の
一
シ
ー
ン
と
し
て
捉
え
る
こ
と
。
そ

し
て
介
護
を
よ
り
楽
し
く
、
美
し
く
演

出
す
る
商
品
開
発
か
ら
、「
生
活
の
中

の
福
祉
」
の
あ
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

　

家
庭
内
に
介
護
用
品
が
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
で
、
介
護
者
で
あ
る
家
族
等

に
、
介
護
以
外
の
新
た
な
ス
ト
レ
ス
を

生
む
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
利
用
者
だ
け
で

は
な
く
、
家
族
が
共
に
生
活
を
す
る
場

で
あ
る
家
庭
を
も
視
野
に
入
れ
た
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
。

そ
れ
に
は
、
福
祉
分
野
に
と
ら
わ
れ

ず
、
様
々
な
社
会
資
源
の
有
効
活
用
や

地
域
住
民
と
の
協
働
を
図
り
な
が
ら
、

常
に
新
し
い
視
点
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

構
築
し
て
い
く
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（「今月のまとめ」協力）㈱川原経営総合センター福祉経営指導一部
�03－3289－0867　URL:http://www.kawahara-group.co.jp/

存
在
が
、
他
の
家
族
に
不
快
感
を
抱
か

せ
て
い
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
視
点
を

常
に
持
ち
な
が
ら
、
商
品
選
び
や
開
発

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
介
護
の
有
無
を

問
わ
な
い
、
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
尊

重
し
た
介
護
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思

う
の
で
す
」
と
言
葉
を
続
け
ま
す
。

　

ア
ズ
モ
ア
に
は
、
近
隣
に
す
む
比
較

的
若
い
世
代
の
夫
婦
や
親
子
、
学
生
が

多
く
訪
れ
る
そ
う
で
す
。

　

市
場
開
発
本
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
土

橋
正
さ
ん
は
、「
介
護
の
必
要
の
有
無

や
年
齢
、
性
別
を
問
わ
ず
、
様
々
な

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
色
や
デ
ザ

イ
ン
の
豊
か
な
生
活
雑
貨
で
、
心
豊
か

に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
、
生
活
用
品
の
ひ
と
つ

と
し
て
介
護
用
品
に
目
を
向
け
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
。
そ
ん
な
店
舗
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
介

護
や
障
害
の
問
題
を
、
特
に
意
識
し
て

考
え
る
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
感
じ
る

生
活
の
不
便
さ
を
、
少
し
で
も
解
消
し

て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

同
時
に
、
そ
れ
が
よ
り
良
い
も
の
に
な

る
に
は
、
ど
こ
を
工
夫
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
考
え
を
も
と

に
、
選
び
抜
か
れ
た
商
品
は
、
家
族
全

員
の
潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
も

の
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
結
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　
　
（
企
画
課
）

※
U
R
L　http://w

w
w
.kantei.go

.jp/jp/singi/kisei/chukan/

暮
ら
し
の
接
点
と
な
る
商
品
の
あ
り
方
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「
思
い
愛
」
を
地
域
に
つ
な
ぐ

大
野
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
相
模
原
市
）

連
絡
先
�　

―　

―
２
０
２
３

０４２

７５２

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
「
淵
野
辺
駅
」
南
口
大

野
北
出
張
所
内
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－社会福祉施設の設計管理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：yasue-a@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

　

大
野
北
地
区
は
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
「
淵
野

辺
駅
」
を
中
心
と
す
る
住
宅
地
で
、
小

中
高
校
、
大
学
と
文
教
施
設
も
多
い
、

高
齢
化
率
一
一
・
三
％
の
地
域
で
す
。

若
い
世
代
が
多
い
一
方
で
、
古
く
か
ら

の
住
民
も
お
り
、
今
後
急
速
に
高
齢
化

が
進
行
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す

（
人
口
約
五
万
二
千
九
百
五
十
九
人
の

う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
、
六
千

八
人
、
本
年
十
月
一
日
現
在
）。

　

そ
こ
に
あ
る
大
野
北
地
区
社
協
（
以

下
、
地
区
社
協
）
で
、
現
在
、
最
も
力

を
注
い
で
い
る
の
が
「
思
い
愛
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」（
以
下
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

で
す
。独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢

夫
婦
等
百
三
十
六
人
の
対
象
に
対
し
、

二
百
二
十
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
員
が
、

訪
問
・
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
同
士
が
日
常
生
活
で

関
わ
り
を
持
て
る
よ
う
、
茶
話
会
や
手

芸
会
、
趣
味
の
集
ま
り
等
の
サ
ロ
ン
の

運
営
、
広
報
紙
の
配
布
な
ど
を
行
う
こ

と
で
、孤
立
し
が
ち
な
方
々
の
生
活
の
支

え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
活

上
の
相
談
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
員
が
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
た
わ
け

　

平
成
七
年
一
月
に
発
生
し
た「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
」は
、
地
区
社
協
を
も
揺

る
が
し
ま
し
た
。

　
「
地
区
が
同
様
の
災
害
に
遭
っ
た
ら
、

高
齢
者
や
障
害
者
は
ど
う
な
る
？
」

　

地
区
社
協
は
、
全
て
の
地
域
住
民
を

巻
き
込
ん
だ
日
常
的
な
近
隣
の
つ
な
が

り
を
つ
く
り
、
災
害
時
に
も
安
否
確
認

を
し
合
え
る
よ
う
な
近
隣
関
係
を
作
っ

て
い
こ
う
と
す
る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

考
え
始
め
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
る
た
め
に
、

研
究
会
を
開
催
し
、
二
年
間
に
わ
た
り

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。ま
た
、先
進
事
例

を
視
察
し
、
地
域
の
様
々
な
団
体
や
立

場
の
人
た
ち
と
一
緒
に
考
え
た
結
果
、

「
安
否
確
認
や
見
守
り
を
、
地
域
に
あ

る
全
て
の
団
体
や
住
民
が
取
り
組
む
も

の
に
し
て
い
こ
う
」と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
員
は
、

自
治
会
、民
生
委
員
児
童
委
員
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、母
親
ク

ラ
ブ
、公
募
で
集
ま
っ
た
住
民
の
方
等

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

訪
問
の
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
結

果
、「
利
用
会
員
」
と
し
て
、
自
己
申
告

方
式
を
と
り
ま
し
た
。
地
区
を
十
三
に

分
け
、
班
長
を
中
心
に
情
報
交
換
や
問

題
を
話
し
合
い
、
班
長
同
士
で
運
営
委

員
会
を
組
織
し
、
事
業
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

事
業
開
始
か
ら
丸
四
年
が
経
過
し
、

住
民
の
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
を
一
つ

ひ
と
つ
創
り
出
し
て
き
た
地
区
社
協
。

今
年
は
、
子
育
て
支
援
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
地
域
活
動
支
援
課
）

※
県
社
会
福
祉
大
会（
六
面
参
照
）で
、優

良
地
区
社
協
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

みんなでおしゃべり大集合邇

特養ホーム
（厚木市）
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